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自動作図編

本書は、壁式構造自動作図システム「 」の自動作図機能を中心に、関連した
機能も含めて説明したものです。
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本書を利用するにあたり、「１.１」「１.２」で自動作図処理を行うための自動作図コマンド
について基本的なことを述べ、「２」で詳細な説明をしています。
また図面の表示、出力、変換については、「１.３」「１.４」「１.５」を参照して下さい。
自動作図処理に関連した機能及び基本的な編集機能については「３」を参照して下さい。

［参考］

本書で使用している操作に関する記述は、特記なき限り次の通りです。

�クリック ： マウス左ボタンを１度押します。

�ダブルクリック ： マウス左ボタンを２度続けて押します。

�ドラッグ ： マウス左ボタンを押したまま移動し離します。

�［リターン］ ： キーボードの［リターン］キーを押下します。

�［ＢＳ］ ： キーボードの［ＢＳ］キーを押下します。

�［ＥＳＣ］ ： キーボードの［ＥＳＣ］キーを押下します。

＊キーボードの［リターン］、［ＢＳ］、［ＥＳＣ］キーを押下する操作は、図面ウィンドゥ内でマウス右ボタ
ンをクリックした時に表示されるメニューより実行（ＲＥＴ）、戻る（ＢＳ）、取消（ＥＳＣ）を指示して
も同様です。

［制限事項］

�自動作図コマンド－軸組図で作図方法－展開については現在開発中です。

�自動作図コマンド－架構詳細図の作図処理は現在開発中です。



［インストール方法］

「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」プログラムのインストール方法について説明します。

�「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」プロ
グラムのフロッピをセッ
トし、ウィンドゥを開き
ます。

�”ｉｎｓｔ．ｅｘｅ”のファイルを
ダブルクリックし、イン
ストールを開始します。

�インストール画面が表示
されます。

インストール先を指定し
ＯＫボタンをクリックし
て下さい。

インストール先の初期値
は「壁麻呂」と同じにな
っています。

ＯＫボタンをクリックす
ると、ファイルコピーが
始まります。

コピーが終了すると、インストールは終了です。

［起動方法］

「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」プログラムの起動方法は、「スタート」メニューよりプログラム－ＴＯ
ＫＹＯ ＤＥＮＣＯ－ＰＬＵＳ ＣＡＤを選択し起動して下さい。



１ 概要 １

１｜ 概要

図１.１ 「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」自動作図機能による図面

壁式構造自動作図システム「 」の自動作図機能は、壁式鉄筋コンクリート造
一貫処理システム「壁麻呂」で入力したデータをもとに、リスト、伏図、軸図、平面詳細、架構詳
細の各種図面を自動作成するためのものです。

（ａ）大梁リスト （ｂ）地中梁リスト （ｃ）壁リスト

（ｄ）伏図 （ｅ）軸図

（ｆ）平面詳細 （ｇ）架構詳細
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１.１ 自動作図コマンドの起動 ２

１.１ 自動作図コマンドの起動

自動作図処理は、自動作図コマンドを起動し、実行します。

図１.２ 自動作図コマンドを起動した画面（物件指定画面）

自動作図コマンドを起動するには２通りの方法があります。

�自動作図コマンドをクリックする。［図１.３ 参照］

�ファイルメニューをクリックし、自動作図をクリックする。［図１.４ 参照］

図１.３ 自動作図コマンド



１.２ 自動作図コマンドの流れ ３

図１.４ ファイルメニュー

１.２ 自動作図コマンドの流れ

自動作図コマンドを起動すると、まず最初に物件指定画面が表示されます。
以下自動作図コマンドの処理の流れについて説明します。
尚各画面の詳細については、［２ 解説］を参照して下さい。

�物件指定画面が表示されます。［図１.５ 参照］

図面を作成する「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件を指定します。

１）「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件を指定します。
新規に実行する場合は、空いている「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件を指定し
「壁麻呂」の物件を指定します。
既存の物件を実行する場合は、その「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件を指定し
ます。

２）確定ボタン（ ）を指示します。

�作図実行画面が表示されます。［図１.６ 参照］

作図する図面（リスト／床伏／軸組／平面詳細／架構詳細）及び各図面の方向、
サイズ、スケール、作図原点位置の指定をします。

１）作図する図面を指示します。（ ）
２）図面の方向（横／縦）を選択します。
３）図面のサイズ（Ａ０／Ａ１～）を選択します。
４）図面のスケール（分母）を入力します。
５）作図原点の位置（Ｘ／Ｙ）を入力します。



１.２ 自動作図コマンドの流れ ４

�各図面の作図条件を設定するには、条件設定ボタン（ ）を指示します。

条件設定画面が表示されるので、図面毎に設定して下さい。［図１.７ 参照］

１）設定する作図図面を指示します。（ ）
２）必要なデータを設定します。
３）全ての図面に対し設定が終了したら、ＯＫボタン（ ）を指示し、
作図実行画面に戻ります。

�各図面の作図図面を詳細に設定するには、図面指定ボタン（ ）を指示し
ます。

図面指定画面が表示されるので、図面毎に設定して下さい。［図１.８ 参照］

１）設定する作図図面を指示します。
（ ）

２）作図する図面を指定します。
３）全ての図面に対し設定が終了したら、ＯＫボタン（ ）を指示し、
作図実行画面に戻ります。

�作図する図形の色等の属性を設定するには、図形属性ボタン（ ）を指示
します。

図形属性画面が表示されるので、色、線種、字種を設定して下さい。
［図１.９ 参照］

１）設定する属性を指示します。（ ）
２）図形毎に各種属性を指定します。
３）全ての設定が終了したら、ＯＫボタン（ ）を指示し作図実行画面
に戻ります。

�以上の設定が終了したら、作図実行画面で作図実行ボタン（ ）を指示し
作図処理を実行します。

図１.５ 物件指定画面



１.２ 自動作図コマンドの流れ ５

図１.６ 作図実行画面

図１.７ 条件設定画面

図１.８ 図面指定画面



１.３ 図面の表示 ６

図１.９ 図形属性画面

１.３ 図面の表示

自動作図コマンドの作図処理が
終了すると、画面に処理した物件
の名称及び図面の名称が表示され
ます。

以下図面の表示方法について説
明します。

図１.１０ 自動作図処理を行った物件と図面

�今ある図面ウィンドゥに図面を表示するには、［図１.１１ 参照］

１）表示する図面ウィンドゥを指示（クリック）します。
２）図面をダブルクリックするとその図面が表示されます。



１.３ 図面の表示、出力 ７

�新たな図面ウィンドゥに図面を表示するには、［図１.１２ 参照］

１）新規ウィンドゥコマンドを指示すると、新しい図面ウィンドゥが表示され
ます。

２）図面をダブルクリックするとその図面が表示されます。

�図面ウィンドゥを移動するには、［図１.１３ 参照］

１）移動する図面ウィンドゥ上側のタイトル部分をドラッグすると移動します。

�重なって見えない図面ウィンドゥを表示するには、［図１.１４ 参照］

１）直接その図面ウィンドゥの見えている部分をクリックするか、ウィンドゥ
メニューをクリックし表示する図面をクリックすると表示します。
表示させる図面ウィンドゥをクリックする時、図面ウィンドゥの右上角
（ ）はクリックしないで下さい。クリックすると図面ウィンドゥを
最小化、最大化、閉じて、しまいます。Ｐ８を参照。

�図面ウィンドゥのサイズを変更するには、［図１.１５参照］

１）図面ウィンドゥの外側４辺（左右方向、上下方向に矢印が表示）をドラッ
グするか、右下角をドラッグすると図面ウィンドゥサイズが変更します。

�図面を拡大、縮小、スクロール等するには、いろいろな方法があり以下のものが
あります。

１）表示コントロールを使う。［図１.１６参照］
・全体表示をクリックすると図面全体を表示
します。
・再表示をクリックすると図面を表示し直し 左から順に
ます。 ・全体表示
・拡大表示をクリックすると相対拡大表示し ・再表示
ます。 ・拡大表示
・縮小表示をクリックすると相対縮小表示し ・縮小表示
ます。 ・範囲拡大表示
・範囲拡大表示をクリックし表示範囲をドラ ・移動表示
ッグするとその部分を拡大表示します。
・移動表示をクリックし表示中心位置をクリ 図１.１６ 表示コント
ックすると移動表示します。この処理は、 ロール
続けて行うことができます。マウスを図面
ウィンドゥ外に移すと解除されます。

２）マウスコマンドメニューを使う。［図１.１７参照］
図面ウィンドゥ内でマウス右ボタンをクリックするとコマンドメニュー
が表示され、全体表示／再表示／範囲拡大／移動を行うことができます。
機能は表示コントロールと同様です。

３）スクロールバーを使う。［図１.１８ 参照］
図面ウィンドゥの下側、右側にあるスクロールバーを使って移動／スク
ロールを行うことができます。
・下側両端の をクリックすると左右に移動し、間の をドラッグす
ると左右にスクロールします。
・右側両端の をクリックすると上下に移動し、間の をドラッグす
ると上下にスクロールします。



１.３ 図面の表示、出力 ８

４）キーボードを使う。
キーボードを使って移動／拡大／縮小を行うことができます。
・［ ］［ ］［ ］［ ］キーを押下すると移動します。
・［ＲＯＬＬＵＰ］または［ＰａｇｅＵｐ］キーを押下すると拡大します。
・［ＲＯＬＬＤＯＷＮ］または［ＰａｇｅＤｏｗｎ］キーを押下すると縮小します。

�図面ウィンドゥを並べて表示するには、［図１.１９ 参照］

１）ウィンドゥメニューをクリックし、並べて表示をクリックします。

�図面ウィンドゥを最小化する、最大化する、閉じるには、

１）図面ウィンドゥ右上角の をクリックすると最小化されます。
最小化された図面ウィンドゥの をクリックすると元に戻ります。
［図１.２０ 参照］

２）図面ウィンドゥ右上角の をクリックすると最大化されます。
最大化された図面ウィンドゥの をクリックすると元に戻ります。
［図１.２１ 参照］

３）図面ウィンドゥ右上角の をクリックすると閉じらさります。
一度閉じた図面ウィンドゥは元に戻りません。

ｘ

ｘ

図１.１１ 指示した図面ウィンドゥに図面を表示



１.３ 図面の表示、出力 ９

図１.１２ 新たな図面ウィンドゥに図面を表示

図１.１３ 図面ウィンドゥを移動



１.３ 図面の表示、出力 １０

図１.１４ 見たい図面ウィンドゥを表示

図１.１５ 図面ウィンドゥのサイズを変更



１.３ 図面の表示、出力 １１

ｘ

ｘ

図１.１７ マウスコマンドメニュー

図１.１８ スクロールバー



１.３ 図面の表示、出力 １２

図１.１９ 図面ウィンドゥを並べて表示

図１.２０ 最小化した図面ウィンドゥ



１.４ 図面の出力 １３

図１.２１ 最大化した図面ウィンドゥ

１.４ 図面の出力

図面のプリンタ、プロッタへの出力方法について説明します。
図面を出力するには、図面出力コマンドを起動し、実行します。

�図面出力コマンドを起動するには、図面出力コマンドをクリックするか、ファイ
ルメニューをクリックし印刷をクリックします。［図１.２２ 参照］

�図面出力画面が表示されます。［図１.２３ 参照］
出力する図面をクリックし、印刷ボタン（ ）をクリックします。
複数の図面を指示する場合は、それら図面を囲むようにドラッグします。

�プリンタの設定画面が表示されます。［図１.２４ 参照］
プリンタの名前のところをクリックすると、設定されているプリンタが表示さ
れるので、出力するプリンタやプロッタをクリックして選択します。

�プロパティボタン（ ）をクリックし、出力する装置に応じた設定を
行って下さい。［図１.２４ 参照］
プロパティ設定画面は、装置（ドライバ）によって異なりますが、基本的には
用紙のサイズ、向き、給紙方法等を設定します。ただドライバによってその他に
も設定する内容はあるので、各々ドライバの説明書を参照して下さい。
［図１.２５ 参照］

�プロパティの設定が終了したらＯＫボタン（ ）をクリックしてプリン
タの設定画面に戻りＯＫボタン（ ）をクリックして出力処理を実行し
ます。



１.４ 図面の出力 １４

図１.２２ 図面出力コマンド起動画面

図１.２３ 図面出力画面

図１.２４ プリンタの設定画面



１.４ 図面の出力 １５

（ａ）Ｃａｎｏｎのプリンタ（ＬＢＰ－Ｂ４０６Ｅ２）

（ｂ）Ｇｒａｐｔｅｃのプロッタ（ＤＰ１０００）

図１.２５ プロパティ設定画面の例



１.５ 図面の変換 １６

１.５ 図面の変換

図面のＤＸＦへの変換方法について説明します。
図面を変換するには、変換出力コマンドを起動し、実行します。

�変換出力コマンドを起動するには、変換出力コマンドをクリックするか、ファイ
ルメニューをクリックし変換出力をクリックします。［図１.２６ 参照］

�変換出力元画面が表示されます。［図１.２７ 参照］
変換する図面をクリックし、変換先ボタン（ ）をクリックします。
複数の図面を指示する場合は、それら図面を囲むようにドラッグします。

�変換出力先画面が表示されます。［図１.２８ 参照］
ファイルの場所のところをクリックし、ドライブ（ＦＤ等）やフォルダを指定
します。

�ファイルの種類のところをクリックし、ＤＸＦファイルに変換するのか、ＭＰＰ
ファイルに変換するのか指示します。

�変換ボタン（ ）をクリックし処理を実行します。

図１.２６ 変換出力コマンド起動画面



１.５ 図面の変換 １７

図１.２７ 変換出力元画面

図１.２８ 変換出力先画面



２ 解説 １８

２｜ 解説
ここでは、自動作図コマンドについて説明します。
［１ 概要］［１.２ 自動作図コマンドの流れ］と合わせて参照して下さい。

２.１ 物件指定画面

自動作図コマンドを起動した時に最初に表示される物件指定画面について説明しま
す。

�機能

自動作図処理を行う「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件を指定します。
「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件とは、「壁麻呂」の物件に対し図面を作成する物件
のことです。自動作図処理を行う「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件は、必ず一つの「壁
麻呂」の物件に対応していなければなりません。

複数の「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件に一つの「壁麻呂」の物件を割り当てること
はできますが、一つの「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件に複数の「壁麻呂」の物件を割
り当てることはできません。また「壁麻呂」の物件を削除した時に、その物件に
対応した「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件は図面の存在する物件として残りますが、自
動作図処理を行うことはできません。自動作図処理を行うには「壁麻呂」のデー
タを復元して下さい。

［ＰＬＵＳ ＣＡＤ物件］ ［壁麻呂物件］

�は１対１に対応。 �Ａ物件 Ａ物件
� 同一物件に対応。 �Ｂ物件 Ｂ物件
� �Ｂ物件 Ｃ物件
�はＤ物件に対応できません。 �Ｃ物件 Ｄ物件
�は図面のみ存在する物件。 �Ｅ物件 （Ｅ物件）削除

�画面
５）

１） ２）

３） ４）



２.２ 作図実行画面 １９

１）ＰＬＵＳ ＣＡＤ物件一覧
実行済の物件の名称が表示されます。「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件名称は
自動作図処理を行った時に「壁麻呂」の物件名称が入ります。
「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件は、「壁麻呂」と同様に「壁麻呂」で指定し
ているデータディレクトリに作成され、３０物件まで作成できます。
画面に表示されない物件は、右側にあるスクロールバーを使って表示し
て下さい。

２）壁麻呂物件一覧
物件の名称が表示されます。
画面に表示されない物件は、右側にあるスクロールバーを使って表示し
て下さい。

３）確定ボタン
「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件の確定を指示します。

４）ＣＡＮＣＥＬボタン
物件指定画面の処理を中止（終了）します。

５）終了ボタン
ＣＡＮＣＥＬボタンと同様で、物件指定画面の処理を中止（終了）しま
す。
この終了ボタンは他の画面にも同様に存在し、機能は同じでその画面の
処理を中止／終了します。

�操作

１）「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の物件を指示します。
新規に実行する場合は、空き物件をクリックし「壁麻呂」の物件をクリ
ックします。既存の物件を実行する場合は、その物件をクリックします。

２）確定ボタンをクリックします。

２.２ 作図実行画面

［２．１ 物件指定画面］で確定ボタンを指示すると作図実行画面が表示されます。

�機能

この画面では、作図する図面（リスト／床伏／軸組／平面詳細／架構詳細）及
び各図面の方向、サイズ、スケール、作図原点位置の指定を行い、自動作図処理
を実行します。
また条件設定／図面指定／図形属性の各ボタンを指示することにより各図面の
作図条件／各図面の作図図面／作図図形の色等の属性を指定することができます。



２.２ 作図実行画面 ２０

�画面

１） ２） ３） ４） ５）

６） ７） ８） ９） １０）

１）作図指定
作図する図面（リスト／床伏／軸組／平面詳細／架構詳細）の指定を行
います。

２）図面方向
作成する各図面の向きを横置きとするか縦置きとするか指定します。

３）図面サイズ
作成する各図面のサイズを指定します。

４）図面スケール
作成する各図面のスケール（分母）を指定します。

５）作図原点位置（Ｘ／Ｙ）
作成する各図面の作図原点位置の離れを指定します。
作図原点位置及び離れは下記のとおりです。

リスト 床伏、平面詳細 軸組、架構詳細
作図原点： 作図原点： 作図原点：
図面タイトル左上 左下通り交点 最下階左通り交点
離れ：図面左上から 離れ：図面左下から 離れ：図面左下から

Ｘ
作図原点

Ｙ

Ｙ Ｙ

作図原点 作図原点
Ｘ Ｘ

＊離れの数値は図面上の数値（図寸値）であり、実寸値ではありません。

壁リスト １／３０

符 号

断 面

壁 厚

縦 筋

横 筋

開 口 部

補 強 筋

縦

横

斜

Ｗ １８

Ｄ １ ０

２ －Ｄ １ ０

Ｗ２ ０

００

－ １ ０

２－ Ｄ １ ０

Ｄ１ ０－ １ ５０ ダブ ル

Ｄ１ ０－ ＠１ ５０ ダブ ル

Ｄ１０ －＠ １５ ０ ダ ブル

Ｄ１０ －＠ １５ ０ ダ ブル

２ Ｆ 床 伏 図 １ ／１ ０ ０

Ｘ１ Ｘ ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ ９

Ｘ１ Ｘ ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ ９

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ
３

Ｙ４

Ｙ １

Ｙ ２

Ｙ
３

Ｙ ４

５，３ ５０ １ ，４０ ０１， ４０ ０ ５， ３５０ ５ ，３ ５０ １， ４０ ０１， ４００ ５，３ ５０

２７， ００ ０

５，３ ５０ １ ，４０ ０１， ４０ ０ ５， ３５０ ５ ，３ ５０ １， ４０ ０１， ４００ ５，３ ５０

２７， ００ ０

４
，
７
０
０

２
，
９
０
０

５
，
６
０
０

１
３
，
２
０
０

４
，
７
０
０

２
，
９
０
０

５
，
６
０
０

１
３
，
２
０
０

Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １

Ｇ ２ Ｇ ２ Ｇ２ Ｇ ２ Ｇ ２ Ｇ２ Ｇ２ Ｇ ２

Ｇ ２

Ｇ
２
Ｇ
２

Ｇ ２

Ｇ
２
Ｇ
２

Ｇ ２

Ｇ
２
Ｇ
２

Ｇ ２

Ｇ
２
Ｇ
２

Ｇ １ Ｇ １ Ｇ１ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ １

Ｗ ２ ０

Ｗ
２
０

Ｗ２ ０ Ｗ ２ ０ Ｗ２ ０

Ｗ
２
０

Ｗ
２
０

Ｓ ２ Ｓ ２ Ｓ ２ Ｓ２ Ｓ ２ Ｓ ２ Ｓ ２ Ｓ ２

Ｓ ２ Ｓ ２ Ｓ ２ Ｓ ２

Ｓ ２

Ｓ ２

Ｓ２

Ｓ ２

Ｓ ２

Ｓ２

Ｓ２

Ｓ ２

Ｃ Ｓ

Ｓ １ Ｓ １ Ｓ １ Ｓ １

ＣＳ Ｃ Ｓ ＣＳ

Ｙ４ １／１００

Ｘ１ Ｘ ２ Ｘ ３ Ｘ ４ Ｘ５ Ｘ ６ Ｘ ７ Ｘ ８ Ｘ９

２ ７，０ ００

Ｗ ２ ０ Ｗ ２ ０ Ｗ ２ ０ Ｗ ２ ０

Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １ Ｇ １

Ｗ ２ ０ Ｗ ２ ０ Ｗ ２ ０ Ｗ ２



２.２ 作図実行画面 ２１

６）条件設定ボタン
作成する各図面の作図条件を設定する画面が表示されます。

７）図面指定ボタン
作成する各図面の作図図面を設定する画面が表示されます。

８）図形属性ボタン
作図図形の色、線種、字種（文字の大きさ）を設定する画面が表示され
ます。

９）作図実行ボタン
自動作図処理を実行します。

１０）ＣＡＮＣＥＬボタン
作図実行画面の処理を中止（終了）します。

�操作

１）作図指定を指示します。
作図する図面のチェックボックス（ ）をクリックし、チェック（ ）
します。

２）図面方向を選択します。
クリックし、横か縦をクリックします。

３）図面サイズを選択します。
クリックし、Ａ０／Ａ１～をクリックします。表示されないサイズはス
クロールバーを使って表示して下さい。

４）図面スケールを入力します。
スケール分母をキーボードより入力します。

５）作図原点Ｘ／Ｙを入力します。
離れのＸ、Ｙをキーボードより入力します。

＊図面スケール、作図原点Ｘ／Ｙをキーボードより入力する入力フィールド
は、［ＴＡＢ］キーを使って移動します。［Ｒｅｔｕｒｎ］キーを使うと自動作図
処理を実行します。

６）条件設定／図面指定／図形属性の各ボタンは、必要に応じクリックして設
定して下さい。

７）上記の作図条件が全て整ったら、作図実行ボタンをクリックします。

�自動作図処理

１）部材の識別
�大梁
大梁は成・幅と梁配筋とで識別し、名称は階毎にグルーピングした
順番号に”Ｇ”を付加したものとします。
�地中梁
地中梁は成・幅と梁配筋とで識別し、名称は階毎にグルーピングし
た順番号に”ＦＧ”を付加したものとします。
�壁
壁は壁厚と壁せん断筋とで識別し壁主筋を付加します。名称は壁せ
ん断筋リストの名称とします。



２.３ 条件設定画面 ２２

２）リスト
大梁、地中梁、壁それぞれの部材を識別したリスト図面を作成します。
梁の断面は、梁配筋により全断面、端部／中央、左端／中央／右端に分
けます。

３）床伏
階毎に壁、梁、小梁、床（名称）、片持梁、片持床の作図を行います。

４）軸組
通り毎に壁、開口、梁、床、片持梁、片持床の作図を行います。

５）平面詳細
階毎に壁（柱）、壁せん断筋、壁主筋の作図を行います。

６）架構詳細
軸組の図面に壁せん断筋、壁主筋及び梁配筋の作図を行います。

�備考

作図実行画面及び条件設定／図面指定／図形属性の各画面で設定した内容は、
その物件の設定情報として物件毎に管理します。

２.３ 条件設定画面

［２．２ 作図実行画面］で条件設定ボタンを指示すると条件設定画面が表示されま
す。

�機能

リスト／床伏／軸組／平面詳細／架構詳細の各図面の作図条件を設定します。
設定画面は作図図面毎に分かれています。

�画面

リスト

１）



２.３ 条件設定画面 ２３

１）作図図面
リストを指示します。

２）リストＸ寸法
各リストのリスト枠の横方向のサイズを指定します。
［図２.１ 参照］

３）リストＹ寸法
各リストのリスト枠の縦方向のサイズを指定します。
［図２.１ 参照］

４）梁腹筋指定
腹筋の径及び最小ピッチを指定します。（単位ｍｍ）

５）梁あばら筋かぶり厚
あばら筋のかぶり厚を大梁、地中梁それぞれ指定して下さい。（単位ｍｍ）

６）壁横筋かぶり厚
壁の横筋のかぶり厚を指定して下さい。（単位ｍｍ）

７）地業の出の長さ
地業の幅を地中梁の幅からの出の長さとして指定して下さい。（単位ｍｍ）
［図２.１ 参照］

８）地業の厚さ
捨コン、割栗の厚さを指定して下さい。（単位ｍｍ）
［図２.１ 参照］

９）地業作図方法
捨コン、割栗部の作図方法を指定して下さい。
［図２.１ 参照］

１０）梁作図断面数
梁リスト図面作図時の１図面当たりの作図断面数を断面数（横方向）、
階数（縦方向）で指定します。

１１）鉄筋記号
鉄筋径に応じた鉄筋記号を指定します。
鉄筋記号は点を使用しており、点のパターンとサイズからなる１６の点
種から選択します。点種の設定に関しては、［３ その他］を参照して下さ
い。

１２）作図指定
作図指定は、特定の図形の作図を行うかどうか指定するものです。
�梁リストの腹筋枠：腹筋の枠を作図するかどうか指定します。
�地中梁リストの地業：捨コン、割栗を作図するかどうか指定します。
�壁リストの開口部補強筋斜枠：斜の枠を作図するかどうか指定します。
［図２.１ 参照］



２.３ 条件設定画面 ２４

リストＸ寸法 リストＹ寸法 作図指定
ｘ１：項目（梁） ｙ１：符号 ＊１：腹筋枠
ｘ２：項目（壁） ｙ２：項目 ＊２：地業
ｘ３：梁単断面 ｙ３：大梁断面 ＊３：斜枠
ｘ４：梁複断面 ｙ４：地中梁断面
ｘ５：壁断面 ｙ５：壁断面

ｙ６：断面離れ

ｙ１
ｙ２

ｙ６

ｙ１
ｙ２ ｙ４

ｙ６

ｙ３
＊２

ｙ２ ｙ２

＊１ ＊１

ｘ１ ｘ３，ｘ４ ｘ１ ｘ３，ｘ４

（ａ）大梁リスト （ｂ）地中梁リスト

ｙ１
ｙ６ 地業の出

捨コン厚
割栗厚

ｙ５

捨コンの作図
枠 二重線 三重線

ｙ６
ｙ２

割栗の作図
＊３ 枠 割栗石 砂利

ｘ２ ｘ５

（ｃ）壁リスト （ｄ）地業の作図

図２.１ リスト図面の条件設定

地中梁リスト １／３０

符号

位置

１Ｆ階

Ｂ×Ｄ

上端筋
下端筋

あばら筋

腹筋

ＦＧ１

全断面

２２０×２０００

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

□－Ｄ１０＠１００

８－Ｄ１０

壁リスト １／３０

符号

断 面

壁 厚

縦 筋

横 筋

開口部
補強筋

縦

横
斜

Ｗ１８

１８０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

Ｗ２０

２００

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

Ｄ１０－＠１５０ ダブル

Ｄ１０－＠１５０ ダブル

Ｄ１０－＠１５０ ダブル

Ｄ１０－＠１５０ ダブル

符号

位置

ＲＦ階

Ｂ×Ｄ

上端筋
下端筋

あばら筋
腹筋

Ｇ１

全断面

Ｇ２

全断面

２００×８００

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

□－Ｄ１０＠１００

４－Ｄ１０

１８０×８００

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

□－Ｄ１０＠１００

４－Ｄ１０

大梁リスト １／３０



２.３ 条件設定 ２５

床伏

１）

１）作図図面
床伏を指示します。

２）作図方向
途中階の床伏の見上げ／見下げを指示します。
最上階は見上げ、最下階は見下げとなります。

３）部材名称表示位置
壁、梁の名称の表示位置を部材中央の下とするか上とするか指定します。

４）標準壁名称
標準壁名称に指定した壁の名称を作図しないようにします。
全ての壁名称を作図する場合は空白として下さい。

５）寸法表示
スパン寸法の作図する側を指定します。

６）作図位置
通り線、寸法、図面名称の作図位置を指定します。
入力する数値は図面上の数値（図寸値）であり、実寸値ではありません。
［図２.２ 参照］

７）図形作図指定
作図指定は、特定の図形の作図を行うかどうか指定するものです。
�壁名称：壁名称を作図するかどうか指定します。
�大梁・地中梁名称：入力梁の名称を作図するかどうか指定します。
�壁梁名称：壁梁名称を作図するかどうか指定します。
�小梁名称：小梁名称を作図するかどうか指定します。
�床名称：床名称を作図するかどうか指定します。
�大梁・地中梁：入力梁を作図するかどうか指定します。
�小梁：小梁を作図するかどうか指定します。



２.３ 条件設定画面 ２６

作図位置
Ｌ１：通り線出寸法 Ｌ５：通り名称離れ
Ｌ２：寸法引出線離れ Ｌ６：通り名称径
Ｌ３：寸法引出線長さ Ｌ７：図面名称離れ
Ｌ４：寸法線間隔

Ｌ１

Ｌ２
Ｌ３

Ｌ４
Ｌ５
Ｌ６
Ｌ７

図２.２ 床伏図面の条件設定

軸組

１）

１）作図図面
軸組を指示します。

２）作図方法
通りを見附で作図するか、展開で作図するか指定します。
平面的に変形し、斜め部分の通りに対し有効です。

３）図形作図指定
作図指定は、特定の図形の作図を行うかどうか指定するものです。
�開口印：開口部内の×印を作図するかどうか指定します。

４）寸法表示
寸法の作図する側を指定します。

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

２Ｆ階床伏図 １／１００

５，３５０ １，４００１，４００ ５，３５０ ５，３５０ １，４００１，４００ ５，３５０

２７，０００

Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１

Ｗ２０ Ｗ２０ Ｗ２０ Ｗ２０
ＣＳ



２.３ 条件設定画面 ２７

５）作図位置
通り線、寸法、図面名称の作図位置を指定します。
入力する数値は図面上の数値（図寸値）であり、実寸値ではありません。
［図２.３ 参照］

作図位置
階寸法 スパン寸法 下記数値は「床伏］で設定した
Ｌ１：階高線の出 Ｌ４：通り線の出 数値を参照します。
Ｌ２：引出線離れ Ｌ５：引出線離れ ＊１：寸法線間隔
Ｌ３：引出線長さ Ｌ６：引出線長さ ＊２：通り名称離れ

Ｌ７：図面名称離れ ＊３：通り名称径

＊１Ｌ３Ｌ２Ｌ１

Ｌ４

Ｌ５
Ｌ６
＊１
＊２
＊３

Ｌ７

図２.３ 軸組図面の条件設定

２
，
８
０
０
２
，
８
０
０

５
，
６
０
０

５，３５０ １，４００１，４００ ５，３５０ ５，３５０ １，４００１，４００

２７，０００

１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ４ １／１００

Ｗ２０ Ｗ２０ Ｗ２０

Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１

Ｗ２０ Ｗ２０ Ｗ２０

Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１ Ｇ１

ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１

Ｘ１



２.３ 条件設定画面 ２８

平面詳細

１）

１）作図図面
平面詳細を指示します。

２）部分詳細スケール（分母）
壁の端部、交差部の詳細図のスケールを指定します。

３）寸法表示
スパン寸法の作図する側を指定します。

４）作図位置
通り線、寸法、図面名称の作図位置を指定します。
入力する数値は図面上の数値（図寸値）であり、実寸値ではありません。
［図２.４ 参照］

５）図形作図指定
作図指定は、特定の図形の作図を行うかどうか指定するものです。
�部分詳細：壁の端部、交差部の詳細図を作図するかどうか指定します。



２.４ 図面指定画面 ２９

作図位置
スパン寸法 壁寸法 下記数値は「床伏］で設定した
Ｌ１：通り線の出 Ｌ７：引出線離れ 数値を参照します。
Ｌ２：引出線離れ Ｌ８：引出線長さ ＊１：寸法線間隔
Ｌ３：引出線長さ ＊２：通り名称離れ
Ｌ４：部分詳細離れ ＊３：通り名称径
Ｌ５：部分詳細径
Ｌ６：図面名称離れ

Ｌ８
Ｌ７

Ｌ１

Ｌ２
Ｌ３

＊１
＊２
＊３
Ｌ６

図２.４ 平面詳細図面の条件設定

�操作

１）作図条件を設定する図面を指示します。
リスト／床伏／軸組／平面詳細／架構詳細をクリックして下さい。

２）それぞれの画面で作図条件を設定します。

３）全ての図面に対し設定が終了したらＯＫボタンをクリックして作図実行画
面に戻ります。

２.４ 図面指定画面

［２．２ 作図実行画面］で図面指定ボタンを指示すると図面指定画面が表示されま
す。

�機能

リスト／床伏／軸組／平面詳細／架構詳細各々の作図図面を設定します。
設定画面は作図図面毎に分かれています。

１，８００１，０１０

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

２Ｆ階平面詳細図

５，３５０ １，４００ １，４００ ５，３５０

２７，０００

８１０ １，８００ １，０１０ ７３０ ７３０ ８１０ ８１０

Ｗ２０ Ｗ２０



２.４ 図面指定画面 ３０

�画面

リスト

１）

１）作図図面
リストを指示します。

２）図面指定
大梁リスト、地中梁リスト、壁リスト毎に作図図面を指定します。

床伏

１）

１）作図図面
床伏を指示します。

２）図面指定
階毎に作図図面を指定します。

３）全選択ボタン
全階作図を選択します。

４）全解除
全階作図を解除します。



２.４ 図面指定画面 ３１

軸組

１）

１）作図図面
軸図を指定します。

２）Ｘ方向指定、Ｙ方向指定
各方向の通り毎に作図図面を指定します。

３）全選択ボタン
各方向の全通り作図を選択します。

４）全解除ボタン
各方向の全通り作図を解除します。

平面詳細

１）

１）作図図面
平面詳細を指定します。

２）作図図面
階毎に作図図面を指定します。



２.５ 図形属性画面 ３２

�操作

１）図面指定を行う図面を指示します。
リスト／床伏／軸組／平面詳細／架構詳細をクリックして下さい。

２）それぞれの画面で図面指定を行います。

３）全ての図面に対し設定が終了したらＯＫボタンをクリックして作図実行画
面に戻ります。

２.５ 図形属性画面

［２．２ 作図実行画面］で図形属性ボタンを指示すると図形属性画面が表示されま
す。

�機能

作図する図形の色／線種／字種（文字の大きさ）を設定します。

�画面

色

１）

１）図形属性
色を指示します。

２）色指定
図形毎に作図色を指定します。色は８色あります。
ＤＸＦ連携及びプロッタ出力等を考慮し設定して下さい。



２.５ 図形属性画面 ３３

線種

１）

１）図形属性
線種を指示します。

２）線種指定
通り線／部材／透部材／開口毎に線種を指定します。線種は５種類あります。
基本的には部材で指定した線種（通常は実線）を使用し、その他に通り線の
線種、透かし部材の線種、開口内の×印の線種を使用します。

字種

１）

１）図形属性
字種を指定します。

２）色指定
文字毎に作図色を指定します。色は８色あります。
ＤＸＦ連携及びプロッタ出力等を考慮し設定して下さい。

３）字種指定
文字毎に字種を指定します。
字種は文字の高さ／幅／間隔からなる１６パターンあります。
字種の設定に関しては、［３ その他］を参照して下さい。



２.５ 図形属性 ３４

�操作

１）設定する図形属性を指示します。
色／線種／字種をクリックして下さい。

２）それぞれの画面で図形属性を指定します。

３）全ての図形属性の設定が終了したらＯＫボタンをクリックして作図実行画
面に戻ります。



３ その他 ３５

３｜ その他
自動作図処理と関連する色、点種、字種の属性設定コマンド、及び削除・移動等の編集コマンド
について説明します。

３.１ コマンドの起動方法について

コマンドを起動するにはいくつかの方法があります。

�メニューより起動する。

「ファイル」「設定」「編集」の各メニューより起動します。

１）「ファイル」－ファイル保存、ファイルオープン

２）「設定」 －色、点種、字種 ［図３.１ 参照］

３）「編集」 「編集」 －削除
「移動・複写」－移動、図面合成 ［図３.２ 参照］

図３.１ 設定メニュー 図３.２ 編集メニュー

�アイコンより起動する。

各コマンドのアイコンをクリックし起動します。

図３.３ 設定・編集コマンドのアイコン



３.２ 色設定 ３６

図３.４ ファイル保存コマンドのアイコン

�コマンドツールバーより起動する。

作図・編集系のコマンドは、コマンドツールバーより起動することができます。

図３.５ コマンドツールバー

３.２ 色設定

「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」が図面ウィンドゥに表示する図形の色等を設定します。

�機能

色を設定する項目は、下記の通りです。

１）１～８ ： 図形を表示する色。
８色で表示し、この８色はＤＸＦ連携及びプロッタ出力時
の色（ペン）番号に対応します。

２）補助図形 ： 補助レイヤに作図した図形の色。
３）選択図形 ： 選択した図形を識別する色。
４）仮図形 ： 決定前の仮表示の図形を識別する色。
５）図枠 ： 図枠の色。
６）グリッド ： グリッドを表示した時の色。
７）ベクトル ： ベクトルを表示した時の色。



３.３ 点種設定 ３７

�画面

色設定画面

色の設定画面

�操作

１）色設定画面で設定する項目をクリックします。

２）色の設定画面で設定する色をクリックします。

３）色の指定がよければＯＫボタンをクリックします。

４）１）～３）を繰り返し色設定が終了したらＯＫボタンをクリックします。

３.３ 点種設定

点図形で使用する点のパターン（点種）を設定します。



３.３ 点種設定 ３８

�機能

点種は、点の形状のパターン（１４種）とサイズの組み合わせで１６パターン
設定できます。
点図形は、寸法線の端部の黒丸記号や鉄筋記号で使用しています。

�画面

１）点斜線長さ
斜線を伴う形状のパターンの時の斜線の長さを直径の倍率で指定します。

２）ＮＯ
は、点図形を作図する時の入力点種を指示します。

３）パターン
形状のパターンを選択します。

４）直径
点のサイズを指定します。この数値は図面上の数値であり、実寸値では
ありません。

５）ペンＮｏ
使用してません。



３.４ 字種設定 ３９

６）使用中
使用済みの点種を示します。

７）表示
画面表示する点種を指示します。表示ボタンを指示すると全表示／全非
表示となります。

８）検索
図形検索する点種を指示します。検索ボタンを指示すると全検索／全非
検索となります。

�操作

１）各ＮＯのパターンを選択します。

２）各ＮＯの直径を指定します。

３）ＯＫボタンをクリックします。

３.４ 字種設定

文字図形で使用する文字のサイズ（字種）を設定します。

�機能

字種は、文字の高さ・幅・間隔の組み合わせで１６パターン設定できます。

�画面

１）ＮＯ
は、文字図形を作図する時の入力字種を指示します。

２）高さ
文字の高さを指定します。

３）幅
文字の幅を指定します。

４）間隔
文字と文字の間の間隔（隙間）を指定します。

５）ペンＮｏ
使用してません。

６）使用中
使用済みの字種を示します。

７）表示
画面表示する字種を指示します。表示ボタンを指示すると全表示／全非
表示となります。

８）検索
図形検索する字種を指示します。検索ボタンを指示すると全検索／全非
検索となります。



３.４ 字種設定 ４０

�操作

１）各ＮＯの高さを指定します。

２）各ＮＯの幅を指定します。

３）各ＮＯの間隔を指定します。

４）ＯＫボタンをクリックします。



３.５ 削除 ４１

３.５ 削除

表示されている図面の図形を削除します。

�機能

指示した図形を削除します。

�画面

�操作

１）削除する図形をクリックします。
範囲選択する場合はドラッグして囲みます。

２）図形選択が終わったら、［リターン］を指示し実行します。

�備考

選択済の図形をもう一度クリックするとその図形を解除することができます。
また［ＢＳ］か［ＥＳＣ］を指示すると全図形を解除することができます。



３.６ 移動 ４２

３.６ 移動

表示されている図面の図形を移動します。

�機能

指示した図形を移動します。

�画面

�操作

１）移動する図形をクリックまたはドラッグで指示します。

２）図形選択が終わったら［リターン］を指示します。

３）移動元の基準位置をクリックします。
マウスを動かすと移動図形も一緒に動きます。

４）移動先でクリックします。

�備考

［ＢＳ］で一つ前の処理（状態）に戻り、［ＥＳＣ］で最初の処理（状態）に戻ります。



３.７ 図面合成 ４３

３.７ 図面合成

図面ウィンドゥに表示されている図面間で図面の合成を行います。

�機能

指示した図面を別図面に合成します。

�画面
１） ２） ３）

�操作

１）合成元となる図面をクリックします。

２）合成先となる図面をクリックします。
マウスを動かすと合成元の図面の表示も動きます。

３）配置位置をクリックします。
配置位置をクリックせずに［リターン］を指示すると原点を重ね合せた合成とな
ります。

�備考

図面を合成する時の基準位置は図面原点です。
合成元の図面の原点を合成先の図面のどこに配置するか指示します。
「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の図面の原点位置は図面左上となります。



３.８ ファイル保存 ４４

３.８ ファイル保存

作成・編集した図面をファイルに保存します。

�機能

指示した図面ウィンドゥの図面をファイルに保存します。

�画面

１）保存する場所
ファイルを作成するドライブやフォルダを指示します。

２）ファイル名
図面識別名を入力します。
「ＰＬＵＳ ＣＡＤ」の図面ファイルは ＊．ｄｄａで識別され、”．ｄｄａ”を入
力しなくても自動的に付加されます。

�操作

１）ファイル名を入力します。
既存ファイルに上書き保存する場合は、ファイル表示の中からそのファイ
ルをクリックします。

２）保存ボタンをクリックします。

�備考

削除や移動、図面合成を行った図面は必ず保存します。
保存しないで「ＰＬＵＤ ＣＡＤ」を終了させるとその図面は失われてしまいま
す。
また点種設定や字種設定を変更した図面も保存します。これら属性データも図
面固有のデータとして図面と一緒に保存します。



３.９ ファイルオープン ４５

３.９ ファイルオープン

保存してある図面ファイルを読込みます。

�機能

指示した図面ファイルを読込み、画面に表示します。

�画面

１）ファイルの場所
図面ファイルを読込むドライブやフォルダを指示します。

２）ファイル名
読込む図面ファイル名を表示します。

�操作

１）ファイル表示の中から読込む図面ファイルをクリックします。

２）開くボタンをクリックします。


